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得意先照会の新しいカタチ
2021.08.10

ＷＥＢ上に置いた得意先の情報を、外出先あるいは社員の自宅などで好きな時間に参照

することができます。

（もちろん、口座情報やクレジット番号などは、コピーしていませんので、参照する

ことはできません）

情報は、夜間のうちに、会社の基幹サーバーから、外部の参照用のサーバーにコピー

されます。従って、通常は、昨日までの情報を参照することができます。

情報の抽出方法などは、別の説明書を参照して頂くことにして、操作方法を説明します。

◎次の写真は、８インチのＷｉｎｄｏｗｓタブレットで表示したものです。

ＳＩＭカードがなければ、スマホのテザリングでも外出先で接続することができます。

プログラムは、Ｗｉｎｄｏｗｓ用だけを用意しています。ＰＣ、ノートＰＣ、

タブレットＰＣにライセンスプログラムを登録することで使用できます。
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１．初期画面

得意先の検索画面です。次のいづれかで検索します。

①顧客 ID ：アクセスで自動採番したユニークな８桁の番号です。

②ホスト ID：会社内で使用している得意先コードです。

③電話番号：任意の桁位置で検索が可能です。例えば末尾の４桁

④カナ名 ：得意先名のフリガナ。これも任意の桁位置での検索が可能です。

タブレットでの使用を考慮して、プログラムキーボードを用意しています。

例えば、顧客ＩＤ、

電話番号の入力では、

このような画面が表示

されます。

画面のタッチで、数字

の入力ができます。

ホストＩＤ、カナ名の

入力では、カナ、英字、

数字のキーボードが

表示されます。
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カナ名で検索した例です。該当する得意先の「行」をタッチ（＝クリック）して、

［選択］をタッチします。

２．得意先基本情報の参照

最近の、「残高」「検針内容」「振替内容」「配送予定」「保安調査」の基本情報

を参照することができます。

次のボタンでさらに詳細を参照することができます。
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３．取引明細の参照

基本的に、過去１年間の取引明細を参照することができます。最初に、「最終行」を

表示しますので、残高がすぐに把握できます。

４．保安情報の参照

定期保安調査の内容や、基本的は設備の設置状況、使用している器具の情報を参照

することができます。
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５．メモを書く

ここで入力したメモは、ＷＥＢサーバーに記録され、適宜基幹サーバーにコピー

されます。

例えば、メモを追加する場合は、［追加］ボタンを押し、「項目内容」を選びます。

メモ欄に、任意の文字を入力します。（全角で２５字以内）［追加変更］を押すと

サーバーに追加されます。

６．地図表示

Ｇｏｏｇｌｅ ＭＡＰを使用して、得意先の地図位置を表示します。
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７．領収／請求

モバイルプリンタ（Ｃａｎｏｎ ＢＰＦ－６００、またはブラザーＮＷ－２６０）

を併用して、客先で「請求書」あるいは「領収書」を発行することもできます。

「値引」「領収」の内容は、基幹サーバーに連携します。

例えば、 10000円の入金を

行って印刷すると、以下

のような印刷になります。

用紙は、Ａ６サイズです。


